



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に，人口 333 万人で，その全体が震度 5~6 の地震で被
害にあうとしても，東京23区の半分以下の4割程度です
から，被害の要因が，東京23区のような形で複合しなが
ら巨大化していくという形をとり難い。大都市で問題に
なるのは，個々の要因を分析しでも，どうにもならない
ような複合災害があるからです。
静岡県の場合，いちばん問題になるのは，浜松と静
岡，清水だと思うのですが，それにしてもサイズが人口
規模で5%程度と小さいので，避難に伴う支障も出にく
いし，出ても小さいと思うのです。研究サイドからは，
避難によって人命が損なわれるような，巨大化してその
為に人命が損なわれるようなサイズを見極めてゆく，ひ
とつのフィーノレドになるだろうと考えているわけです。
長い間，地方自治体と接触して，疑問に思うのは，巨
大都市のモテツレで地方都市を考える傾向があることで，
やたらに防災拠点を作りたがるのです。人口 5万だった
ら，全部逃げおおせる可能性が大きいのです。しかし
東京の下町にあるように建物を高くしたり，囲ったりし
て，その中に逃げ込むという考え方があるようですね。
どうもいざという時のための対応の仕方はそうではない
のですね。地域の避難計画の考え方を整備する都市計画
の問題だと思うのですが，そのようなサイドからの詰め
があってほしいと考えます。
それから，大小の都市を貫いて強調されるべきもの
は，災害時の情報の問題で情報を集め，その情報を住民
に伝達するシステムについて，もう少し研究サイドで考
えてみる必要があるでしょうね。
望月
まだまだ三人の先生方を囲んで色々ディスカッション
したいのは山々なんですが，お忙がしい先生方なので，
この辺で座談会を終了させていただきたいと思います。
今日はどうもありがとうございました。
